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7

資料４ 「データを活用した効率的かつ効果的なインフラ維持管理・更新の実現」の成果

〇（PRISM⑤：機械設備の早期予兆検知、措置） 〇（PRISM⑥：パラダイムシフト型更新技術の開発）
・マスプロダクツ型排水ポンプの成果をもとに他施設（例えば、水門、

樋門、樋管等）への横展開を図るため、他施設におけるニーズ主導
型異業種連携による更新手法の検討を実施。

〇（PRISM④：維持管理段階での３次元モデルの作成・活用）
・3次元データの有効活用メンテナンスを効率化
・現場の施工管理を容易化することで、機能不全等による社会的損失が減少

点検調書
人による近接目視

致

Ｘ Ｃ 清掃 Ｗ 分解 Ｅ 目視

Ａ Ｍ 測定 Ｔ 増締 Ｈ 指触

Ｄ Ｓ 聴診 －

機種形式

目視

点検

管理

運転

点検
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－ － － － － Ｅ
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Ｅ Ｅ Ｅ － Ｅ Ｅ

－ － Ｅ － － Ｅ

－ － E,H － Ｅ E,H

Ｅ Ｅ Ｅ － Ｅ Ｅ

－ － Ｅ － － Ｅ

－ － Ｅ － － Ｍ

－ － － － － Ｍ

－ － － － － Ｍ

Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ

－ － Ｅ － － Ｅ

Ｅ Ｅ Ｅ － － Ｅ

－ Ｄ Ｄ Ｄ － Ｄ

－ － Ｅ － － Ｍ

－ － － － － Ｍ

－ － － － － Ｍ
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－ － Ｅ － － Ｅ

Ｅ Ｅ Ｅ － － Ｅ

－ Ｄ Ｄ Ｄ － Ｄ

致
補助ローラ、軸、

軸受

摩耗（ローラ外径） 摩耗がないこと。

摩耗（ローラ軸） 摩耗がないこと。

摩耗（ローラ軸受）

給油状態
油が供給されていること。油が劣

化がないこと。

回転状態 正常に回転すること。

摩耗がないこと。

損傷 損傷がないこと。

腐食（孔食） 腐食（孔食）がないこと。

給油状態
油が供給されていること。油の劣

化がないこと。

回転状態

損傷 損傷がないこと。

腐食（孔食） 腐食（孔食）がないこと。

摩耗（ローラ軸） 摩耗がないこと。

摩耗（ローラ軸受） 摩耗がないこと。

腐食（孔食） 腐食（孔食）がないこと。

支

承

部

致
主ローラ、軸、

軸受

摩耗（ローラ外径） 摩耗がないこと。

腐食（孔食）がないこと。

致 リベット

ゆるみ、脱落 ゆるみ，脱落がないこと。 Hについては打診

損傷 損傷がないこと。

ボルト、ナット

ゆるみ、脱落 ゆるみ，脱落がないこと。 Hについては打診

損傷 損傷がないこと。

損傷 損傷がないこと。

板厚の減少

腐食（孔食）

測定結果により判定のこと。

腐食（孔食） 腐食（孔食）がないこと。

溶接部の割れ 割れがないこと。

溶接部の割れ 割れがないこと。

変形がないこと。

損傷 損傷がないこと。

板厚の減少 測定結果により判定のこと。

扉

体

構造全体

振動 異常振動がないこと。

致 スキンプレート

変形

腐食（孔食） 腐食（孔食）がないこと。

致 主桁、補助桁

変形 変形がないこと。

劣化
発錆，ふくれ，亀裂，はく離，変

退色，白亜化がないこと。

判定は「機械工事塗装要領

(案)・同解説」による。

異常音 異常音がないこと。

片吊り
異常な傾き（片吊り）がないこ

と。

ごみ、流木、土砂等 ごみ，流木，土砂等がないこと。

外観

変形 変形がないこと。
全

般

清掃状態

汚れ
ひどい汚れ，油等の付着がないこ

と。

損傷 損傷がないこと。

判定方法

装

置

区

分

※

1

装

置

・

機

器

の

特

性
点検部位 機器コード 点検項目

塗装

損傷 損傷がないこと。

※3

点検結果

※

4

傾

向

管

理

摘　要

定期点検 運

転

時

点

検

臨

時

点

検

定

期

整

備

月点検 年

点

検

点検方法※2

施設名 機器名 番号（号機）

※2　点検・整備方法（（　）書きは運転時実施）
△

現在、機器・部品の機能に支障は生じていないが、早急に対策を講じないと数年

のうちに支障が生じる恐れがある。交換

調整
×

現在、機器・部品の機能に支障が生じており、緊急に対応（修繕・取替・更新）

が必要である。動作確認 点検対象外

1　扉体、戸当り
1-3　プレートガーダ構造ローラゲート（扉体）

※1　装置・機器の特性 ※3　点検結果の判定基準 ※4　傾向管理

致命的な影響のある機器・部品
○

正常であり現在支障は生じていない。もしくは、通常の保全において十分な信頼

性が確保できている。 ○

測定値をグラフ化

し管理基準値と比

較確認する項目

設備区分 稼働形態

点検区分 点検実施日

施工業者名 作業責任者

致

Ｘ Ｃ 清掃 Ｗ 分解 Ｅ 目視

Ａ Ｍ 測定 Ｔ 増締 Ｈ 指触

Ｄ Ｓ 聴診 －

機種形式

目視

点検

管理

運転

点検

Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ － Ｅ

Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ

Ｅ Ｅ Ｅ － － Ｅ

－ － Ｅ － － Ｅ

－ Ｈ Ｈ － － Ｈ
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－ － Ｅ － － Ｅ

－ － Ｅ － － Ｅ

－ － Ｅ － － Ｅ

－ － E,H － Ｅ E,H

Ｅ Ｅ Ｅ － Ｅ Ｅ

－ － Ｅ － － Ｅ

－ Ｈ Ｍ Ｈ － Ｍ ○

－ Ｓ Ｓ Ｓ － Ｓ

－ Ｈ Ｍ Ｈ － Ｍ

－ Ｅ Ｍ － （Ｅ） Ｍ

－ Ｅ Ｍ － Ｅ Ｍ

－ － Ｍ － － Ｍ

－ － － － － Ｗ

－ － Ｍ － － Ｍ ○

－ － Ｅ － － Ｅ

－ Ｈ Ｍ Ｈ － Ｍ ○

－ Ｓ Ｓ － － Ｓ

－ Ｈ Ｍ － － Ｍ

－ Ｅ Ｍ － － Ｍ

－ Ｅ Ｍ － Ｅ Ｍ

－ － Ｍ － － Ｍ

－ － － － － Ｗ

－ － Ｍ － － Ｍ ○

－ － Ｅ － － Ｅ

－ Ｄ Ｄ － － Ｄ

－ Ｈ Ｈ － － Ｈ

－ Ｓ Ｓ － － Ｓ

Ｅ Ｅ Ｅ － Ｅ Ｅ

Ｅ Ｅ Ｅ － － Ｅ

－ － Ｅ － － Ｅ

－ － Ｅ － － Ｅ

－ － Ｅ － － Ｅ

Ｅ Ｅ Ｅ － － Ｅ

－ － Ｅ － － Ｅ

漏油がないこと。

潤滑油量 油面計の規定内であること。

冷却水量 規定内の量であること。

冷却水劣化 ひどい濁りがないこと。

内燃機関

始動性 円滑に始動できること。

振動

振動 異常振動がないこと。

異常音 異常音がないこと。

燃料油量 油面計の規定内であること。

燃料劣化
ひどい濁りがなく、乳白色化して

いないこと。

異常振動がないこと。

異常音 異常音がないこと。

漏油

電磁制動機のすきま
ディスクのすき間が規定範囲にあ

ること。
計測値で判定する。

絶縁抵抗
絶縁抵抗計にて測定を行い、1Ｍ

Ω以上あること。

内部状態
構成部品に損傷、異常な摩耗がな

いこと。

電圧値
作動時の定格電圧が、±10％以内

であること。

異常音 異常音がないこと。

温度上昇 異常な温度上昇がないこと。

動

力

部

致 主電動機

振動 異常振動がないこと。

構

造

体

電流値
大幅な変動がなく、定格電流値以

下であること。

開閉速度 規定値以内であること。

絶縁抵抗
絶縁抵抗計にて測定を行い、1Ｍ

Ω以上あること。

開閉速度
適切な部分開度で測定し、規定値

以内であること。

潤滑油劣化
ひどい濁りがなく、乳白色化して

いないこと。

ボルト、ナット

ゆるみ、脱落 ゆるみ、脱落がないこと。

致 フレーム

損傷 損傷がないこと。

腐食（孔食） 腐食(孔食)がないこと。

異常音 異常音がないこと。

たわみ たわみがないこと。

構造全体

振動 異常振動がないこと。

変形 変形がないこと。

溶接部の割れ 割れがないこと。

全

般

清掃状態 汚れ
ひどい汚れ、油等の付着がないこ

と。

損傷 損傷がないこと。

塗装

損傷 損傷がないこと。

劣化
発錆、ふくれ、亀裂、剥離、変退

色、白亜化がないこと。

判定は「機械工事塗装要領

(案)・同解説」による。

外観

判定方法
※3

点検結果

※

4

傾

向

管

理

摘　要

定期点検 運

転

時

点

検

臨

時

点

検

定

期

整

備

月点検 年

点

検

装

置

区

分

※

1

装

置

・

機

器

の

特

性
点検部位 機器コード 点検項目

点検方法※2

施設名 機器名 番号（号機）

※2　点検・整備方法（（　）書きは運転時実施）
△

現在、機器・部品の機能に支障は生じていないが、早急に対策を講じないと数年

のうちに支障が生じる恐れがある。交換

調整
×

現在、機器・部品の機能に支障が生じており、緊急に対応（修繕・取替・更新）

が必要である。動作確認 点検対象外

2　開閉装置
2-1　ワイヤロープウインチ式開閉装置

※1　装置・機器の特性 ※3　点検結果の判定基準 ※4　傾向管理

致命的な影響のある機器・部品
○

正常であり現在支障は生じていない。もしくは、通常の保全において十分な信頼

性が確保できている。 ○

測定値をグラフ化

し管理基準値と比

較確認する項目

設備区分 稼働形態

点検区分 点検実施日

施工業者名 作業責任者

電磁制動機のすきま
ディスクのすき間が規定範囲にあ

ること。
計測値で判定する。

予備電動機致

内部状態
構成部品に損傷、異常な摩耗がな

いこと。

異常な温度上昇がないこと。

電流値
大幅な変動がなく、定格電流値以

下であること。

電圧値
作動時の定格電圧が、±10％以内

であること。

温度上昇

致

致

Ｘ Ｃ 清掃 Ｗ 分解 Ｅ 目視

Ａ Ｍ 測定 Ｔ 増締 Ｈ 指触

Ｄ Ｓ 聴診 －

機種形式

目視

点検

管理

運転

点検

Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ － Ｅ

Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ － Ｅ

－ － Ｅ － － Ｅ

－ － Ｅ － － Ｅ

－ － Ｍ － － Ｍ

－ － Ｅ － － Ｅ

－ － Ｅ － － Ｅ

－ － E,H － Ｅ E,H

－ － Ｓ － － Ｓ

Ｅ Ｅ Ｅ － Ｅ Ｅ

－ Ｅ Ｅ Ｅ － Ａ

－ － Ｅ － － Ａ

－ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ａ

Ｅ Ｄ Ｄ Ｄ － Ｄ

－ Ｓ D,S Ｓ － D,S

－ － D,E － － D,E

－ Ｄ Ｄ － － Ｄ

致 － Ｄ Ｄ － － Ｄ

Ｅ Ｅ E,H － － E,H

－ Ｄ
D,S

,E
Ｄ －

D,S

,E

－ Ｓ
D,H

,S
Ｓ － D,S

Ｅ Ｄ Ｄ Ｄ － Ｄ

Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ － Ｅ

致 Ｅ Ｄ Ｄ Ｄ － Ｄ

タ

イ
マ 致 Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ － Ｅ

－ D,E D,E D,E － D,E

－ D,E D,E D,E － D,E

Ｅ D,E D,E － Ｅ D,E

－ － Ｄ － Ｅ Ｄ

Ｅ Ａ

実際揚程（または発信器）と指示

値が合致していること。セルシン

式は発信器の指示値に応動してい

ること。

開

度

指

示

計 開度指示計 指示 － － Ｅ －

表

示

灯

表示灯 ランプテスト 点灯すること。

盤内蛍光灯 点灯、球切れ 点灯すること。

開，閉，停が的確に作動するこ

と。

切換スイッチ 作動テスト 的確に作動すること。

タイマ 設定値確認
所定の設定値にセットされている

こと。

ス

イ
ッ

チ

致

押し釦スイッチ 作動テスト

図面通りの設定値であること。

サーマルリレー 作動テスト
テストボタンを押して作動するこ

と。

異常音 異常音がないこと。
リ

レ
ー

類

致 補助リレー

作動テスト 異常音，振動がないこと。

Ｄ Ｄ － － Ｄ

サーモスイッチの設定を変更し，

外気温度でスイッチが入れば正常

である。この状態でしばらく放置

し動作を確認すること。

開

閉

器

類

致

致 ３Ｅリレー

作動テスト
テストボタンを押して作動するこ

と。

設定値確認

テストボタンを押して作動するこ

と。

避雷器 ランプテスト
正常に点灯すること，ヒューズが

溶断していないこと。

スペースヒータ

(サーモスイッチ)
作動テスト Ｅ

破損 破損がないこと。

配線用遮断器 作動テスト ON/OFFが確実に行えること。

異常音 異常音，振動がないこと。

接点
接点に変色がないこと。接点溶着

がないこと。

電磁接触器

動作テスト 異常なく作動すること。

漏電継電器 作動テスト

汚れ 汚れがないこと。

計

器

類

電流計

指示
大幅な変動がなく定格電流値以下

であること。

端子のゆるみ 端子のゆるみがないこと。

異常音 異常音がないこと。

０点確認
ゲート停止時に0点を指している

こと。

電圧計 指示
作動時の定格電圧が，±10％以内

であること。

破損
破損がないこと。施錠が完全であ

ること。

塗装状態
鋼板表面に塗膜の剥れおよび腐食

がないこと。

判定は「機械工事塗装要領

(案)・同解説」による。

全

般

盤全体

清掃状態 ひどい汚れ，ごみ等がないこと。

内部乾燥状態 乾燥していること。

変色 変色がないこと。

屋外設置の場合

絶縁抵抗
絶縁抵抗計にて計測を行い， 1Ｍ

Ω以上であること。

機器、計器類共通

判定方法
※3

点検結果

※

4

傾

向

管

理

摘　要

定期点検 運

転

時

点

検

臨

時

点

検

定

期

整

備

月点検 年

点

検

装

置

区

分

※

1

装

置

・

機

器

の

特

性
点検部位 機器コード 点検項目

点検方法※2

施設名 機器名 番号（号機）

※2　点検・整備方法（（　）書きは運転時実施）
△

現在、機器・部品の機能に支障は生じていないが、早急に対策を講じないと数年

のうちに支障が生じる恐れがある。交換

調整
×

現在、機器・部品の機能に支障が生じており、緊急に対応（修繕・取替・更新）

が必要である。動作確認 点検対象外

※1　装置・機器の特性 ※3　点検結果の判定基準 ※4　傾向管理

致命的な影響のある機器・部品
○

正常であり現在支障は生じていない。もしくは、通常の保全において十分な信頼

性が確保できている。 ○

測定値をグラフ化

し管理基準値と比

較確認する項目

3　操作制御設備
3-2　機側操作盤

設備区分 稼働形態

点検区分 点検実施日

施工業者名 作業責任者

道路構造物（橋梁）を対象とした３次
元モデル化に関する研究開発を実施

写番 1: 橋脚西面01

損傷状況: ひびわれ

損傷度 : ⅱ

写番 10: 橋脚西面01

損傷状況: ひびわれ

損傷度 : ⅱ

３次元の点検結果も２次元で記録するため、
点検実務以外の作業が必要となるため非効率

３次元で記録することで状態を直感的に把握
でき効率的・効果的な維持管理を実現

SIP成果の活用

点検・整備チェックシート

AfterBefore

河川構造物（堤防・水門）を対象とした3
次元モデルに関する研究開発を実施

橋梁

ひびわれの検出

河川構造物水門

堤防

＜リサーチクエスチョン＞
水門等の扉体は鉄鋼、ステンレス等金属製品だが、
ここに新素材は活用できないか？

＜他分野事例（大量生産品の活用）＞
布製品・非鉄金属の利用等

＜適用効果＞
ゲート設備の機能に見合う強度、耐久性、耐食性が
期待できれば、扉体やそれを巻き上げる装置一式
の軽量化が量られ、コスト縮減につながる可能性大

異業種連携の構築による様々な異分野技術の導入

○新素材による扉体の軽量化
○簡易な開閉装置の導入
○土木構造物（門柱）の小型化

新素材活用に期待される効果

適用後



資料５ 「データを活用した効率的かつ効果的なインフラ維持管理・更新の実現」の民間からの貢献
及び出口の実績

当年度当初見込み 当年度実績

PRISM④:点検結果を3次元データとすることで要修繕箇所等の特定を容易化
設計情報(BIM/CIM)と比較、差分管理が可能

PRISM⑤:異常種別判定性能の精度向上・実用化標準スペックへの転換

PRISM⑥:・他施設におけるニーズ主導型異業種連携による更新手法を検討
・フィージビリティスタディを実施し、導入可能性を判断

PRISM④:点検結果に反映可能な3次元モデル化手法について提案（橋梁に関しては
R2年度に完了、河川構造物に関して実施）

PRISM⑤:異常種別判定性能の精度向上・実用化標準スペックへの転換に向けて、
主ポンプにおいて異常箇所と異常程度特定および安価なセンサ活用を実施

PRISM⑥:異分野技術のフィージビリティスタディを実施し、新素材の候補および
適用箇所の導入可能性を判断

〇出口戦略：維持管理における施設管理者の負担を軽減するため、点検・診断・措置分野への先端技術の更なる活用を促す技術開発を行うと
ともに、技術の活用手法等を示すマニュアルを整備した。本施策による革新的技術の社会実装を通じて、各施設管理者の着実かつ効率的なイ
ンフラ維持管理の実現を最終目標とする。

8

当年度当初見込み 当年度実績

１．共同研究に関する民間の貢献 ２１０百万円 １．共同研究に関する民間の貢献 ２１０百万円

２．現場検証に関する民間の貢献 １0百万円 ２．現場実証に関する民間の貢献 10百万円

〇民間からの貢献額：４年で８億円相当
１．共同研究に関する民間の貢献 800百万円相当（H30：160百万円相当 R1：220百万円相当 R2：210百万円相当 R3：210百万円相当）
→インフラ維持管理におけるAI等の新技術を開発する環境を整備することで、民間による技術の研究開発を促す

２．現場検証に関する民間の貢献 30百万円相当 （H30：10百万円相当 R1：10百万円相当 R2：10百万円相当 R3：10百万円相当）
→開発された技術の現場検証を行うことで、民間による検証への協力を受ける
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